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子

※

先
月
号
の
俳
句
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

謹
ん
で
お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

サ
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カ
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溢
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面
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水
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氷
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じ
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ぶ
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頭　
　
　
　

藤
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代

裏
山
の
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だ
り
に
生
れ
し
涼
風
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宵
風
鈴
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り
り
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鳴
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も
い
た
り
掻
き
回
す
卵
の
黄
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ぬ
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石
澤
千
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子

百
年
に
一
度
の
国
の
危
機
な
れ
ば
出
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よ
平
成
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坂
本
龍
馬
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あ
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射
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な
り
し
よ
と
話
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つ
つ
友
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谷　
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岡
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友
子

沈
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は
そ
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続
か
な
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夫
婦
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小　
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平
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照
雄

こ
だ
わ
り
を
捨
て
れ
ば
自
分
色
が
失
せ 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
大
好
き
！
が
伝
わ
る
ほ
め
方
・
叱
り
方
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
橋
大
二
／
著
（
１
万
年
堂
出
版
）

　

叱
り
方
に
悩
む
マ
マ
・
パ
パ
は
、
と
て
も
多
い
の
で
す
が
、
大
切
な
の
は
「
子
ど
も

の
叱
り
方
を
学
ぶ
前
に
、
ま
ず
ほ
め
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ほ
め
方
が
上
手
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
叱
る
こ
と
が
減
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
子

ど
も
の
上
手
な
ほ
め
方
・
叱
り
方
を
、マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト
で
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

親
の
悩
み
に
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
も
収
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

鏑
木　

蓮
／
著
（
双
葉
社
）

　

東
京
・
下
谷
で
二
十
歳
の
予
備
校
生
、
高
村
小
夜
が
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
。
小
夜
は
京
都
か
ら
上
京
、一人
で
予
備
校
の
授
業
料
を
稼
い
で
大
学
を
目
指
す
苦

労
人
だ
っ
た
。

　

小
夜
の
殺
害
現
場
に
残
さ
れ
て
い
た
違
和
感
・
・
・
。
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

ペ
ン
ダ
ン
ト
に
着
目
し
た
目
黒
刑
事
が
、
彼
の
身
上
で
あ
る
、「
犯
人
、
被
害
者
の
心

に
寄
り
添
う
」
捜
査
を
始
め
た
。

　

せ
つ
な
く
、
美
し
く
・
・
乱
歩
賞
作
家
渾
身
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

『
き
み
は
怪
物
を
見
た
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

中
村　

計
／
著
（
講
談
社
）

　

神
様
が
仕
組
ん
だ
５
連
続
敬
遠
、「
さ
ぼ
り
の
マ
ツ
」
の
大
暴
投
、
背
番
号
13
の

「
ミ
ラ
ク
ル
」、
ケ
ガ
で
も
や
め
な
か
っ
た
全
力
疾
走
。

　

甲
子
園
で
大
き
く
成
長
し
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
と
出
会
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た

ち
は
、
勇
気
、
強
さ
、
優
し
さ
を
自
分
の
も
の
に
し
た
の
で
す
。
松
井
秀
喜
か
ら
菊
池

雄
星
ま
で
、
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
「
怪
物
」
た
ち
の
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

◇『
確
信
犯
』　

大
門
剛
明
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
』　

奥
泉　

光
／
著
（
講
談
社
）

◇『
三
千
枚
の
金
貨
』　

宮
本　

輝
／
著
（
光
文
社
）

◇『
乙
女
の
密
告
』　

赤
染
晶
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
ゆ
ん
で
め
て
』　

畠
中　

恵
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
炎
天
の
雪
』　

諸
田
玲
子
／
著
（
集
英
社
）

◇『
儲
け
す
ぎ
た
男
』　

渡
辺
房
男
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
悪
の
教
典
』　

貴
志
祐
介
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』　

大
崎
善
生
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
あ
ん
じ
ゅ
う
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
小
さ
な
ど
う
ぶ
つ
ブ
ロ
ー
チ
』　

村
上
伊
万
里
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
最
新
最
強
の
資
格
の
取
り
方
・
選
び
方
全
ガ
イ
ド
』
成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
（
成
美
堂
出
版
）

『
白
砂
』

あ

い

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
５
回
那
珂
川
町
夏
ま
つ
り

が
８
月
15
日
、
那
珂
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
那
珂
橋
上
流
河
川
敷
の
特
設

会
場
で
行
わ
れ
た
鮎
と
マ
ス
の
つ

か
み
ど
り
で
は
、
午
前
11
時
の
号

砲
と
と
も
に
親
子
連
れ
な
ど
約
４

４
０
人
が
一
斉
に
入
水
し
、
猛
暑

の
中
、
泳
ぎ
回
る
魚
相
手
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
魚

を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
鮎
大
橋
上
流
の
主
会

場
で
は
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
の

華
麗
な
衣
装
の
「
ゆ
め
っ
こ
」
に

よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
那
珂
川
踊

り
に
続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん

の
喝
采
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
は
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
３
０
６

０
発
の
花
火
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
夏
ま
つ
り
多
彩
な
催
し
に
１
万
５
千
人

夏休み  愛荘町の中学生や神奈川の高校生が来町し、町民と交流
　中学生姉妹都市交流事業として、那珂川町と姉妹都
市である愛荘町（滋賀県）から、中学１年生５名（愛知
中学３名、秦荘中学２名）が引率の先生らとともに８
月18日に来町し、３泊４日の日程で、当町の中学１年
生10名（馬頭中学５名、小川中学５名）と互いの学校
活動を紹介したり、町特産のそば打ちや小砂焼き体験
を通じて交流を深めました。

　神奈川県の総合学科で学ぶ高校生14名が、那珂川
町の文化と自然を学ぶため、８月３日から３泊４日の
日程で来町しました。高校生の皆さんは、その間、
ホームスティで町民との交流を深めたり、馬頭高校の
生徒と一緒に間伐作業などの都会で味わえない貴重な
体験をするなど、里山での生活を満喫していました。
　また、最後にワークショップとして、地産食材を
使って料理のレシピを開発、実際に調理し、交流事業
の成果を発表しました。

そば打ち体験そば打ち体験そば打ち体験
間伐作業間伐作業間伐作業

武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験小砂焼き体験小砂焼き体験小砂焼き体験
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）

◇『
乙
女
の
密
告
』　

赤
染
晶
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
ゆ
ん
で
め
て
』　

畠
中　

恵
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
炎
天
の
雪
』　

諸
田
玲
子
／
著
（
集
英
社
）

◇『
儲
け
す
ぎ
た
男
』　

渡
辺
房
男
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
悪
の
教
典
』　

貴
志
祐
介
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』　

大
崎
善
生
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
あ
ん
じ
ゅ
う
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
小
さ
な
ど
う
ぶ
つ
ブ
ロ
ー
チ
』　

村
上
伊
万
里
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
最
新
最
強
の
資
格
の
取
り
方
・
選
び
方
全
ガ
イ
ド
』
成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
（
成
美
堂
出
版
）

『
白
砂
』

あ

い

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
５
回
那
珂
川
町
夏
ま
つ
り

が
８
月
15
日
、
那
珂
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
那
珂
橋
上
流
河
川
敷
の
特
設

会
場
で
行
わ
れ
た
鮎
と
マ
ス
の
つ

か
み
ど
り
で
は
、
午
前
11
時
の
号

砲
と
と
も
に
親
子
連
れ
な
ど
約
４

４
０
人
が
一
斉
に
入
水
し
、
猛
暑

の
中
、
泳
ぎ
回
る
魚
相
手
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
魚

を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
鮎
大
橋
上
流
の
主
会

場
で
は
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
の

華
麗
な
衣
装
の
「
ゆ
め
っ
こ
」
に

よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
那
珂
川
踊

り
に
続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん

の
喝
采
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
は
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
３
０
６

０
発
の
花
火
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
夏
ま
つ
り
多
彩
な
催
し
に
１
万
５
千
人

夏休み  愛荘町の中学生や神奈川の高校生が来町し、町民と交流
　中学生姉妹都市交流事業として、那珂川町と姉妹都
市である愛荘町（滋賀県）から、中学１年生５名（愛知
中学３名、秦荘中学２名）が引率の先生らとともに８
月18日に来町し、３泊４日の日程で、当町の中学１年
生10名（馬頭中学５名、小川中学５名）と互いの学校
活動を紹介したり、町特産のそば打ちや小砂焼き体験
を通じて交流を深めました。

　神奈川県の総合学科で学ぶ高校生14名が、那珂川
町の文化と自然を学ぶため、８月３日から３泊４日の
日程で来町しました。高校生の皆さんは、その間、
ホームスティで町民との交流を深めたり、馬頭高校の
生徒と一緒に間伐作業などの都会で味わえない貴重な
体験をするなど、里山での生活を満喫していました。
　また、最後にワークショップとして、地産食材を
使って料理のレシピを開発、実際に調理し、交流事業
の成果を発表しました。

そば打ち体験そば打ち体験そば打ち体験
間伐作業間伐作業間伐作業

武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験小砂焼き体験小砂焼き体験小砂焼き体験




